
2018‐19 会長主題 

地元とつながろう  
あずさ部長     廣瀬 健（甲府 21）            「未来はそれに備える人のものである 」 

東日本区理事    宮内友弥（東京武蔵野多摩）       「為せば、成る」 

アジア太平洋地域会長 田中博之 (東京多摩みなみ)   “ Action  ”   

国 際 会 長    Moon Sang Bong (韓国)      “ Yes, we can change ”「私たちは変えられる」 

 
会長 浅羽俊一郎／ 副会長 尾内昌吉 ／ 書記 尾内昌吉 ／ 会計 中村孝誠 

直前会長 上妻英夫 ／ ブリテン 功能文夫 ／ 担当主事 星住秀一 

 

2019 年 ６月 例会 

＜評価の月＞ 

  

と き ６月 18 日 （火 ）15：30－17：30 

ところ 山手センター 101 号室 

     

受付          飯島（愛）さん 

司会             尾内さん 

開会点鐘            会 長 

モットー・ワイズソング     一 同 

聖句朗読・祈祷         司会者 

ゲスト・ビジター紹介      会 長 

ハッピーバースデー 

話し合い  

 「今年度の振り返りと新年度構想」 

一 同   

ニコニコ            一 同 

報告・連絡事項         各担当 

閉会点鐘            会 長 

当番（第１班）功能、上妻、尾内、飯島（愛） 

 

６月 HAPPY  BIRTHDAY 

 

上妻清子さん ８日 尾内昌吉さん １４日 

 

 

会費の納入は、会計(中村君)への納入または 

下記銀行口座への振込みをお願いします。 

三菱 UFJ銀行  高田馬場駅前支店 

普通 ３５４８４３１ 「東京山手ワイズメンズクラブ」 

 

 

 

ワイズメンズクラブ モットー 

 

『 強い義務感をもとう 

      義務はすべての権利に伴う 』 

 
 “ To acknowledge the duty  
     that accompanies every right ” 
  

 

今月の聖句 

 

 あなたがたの中で偉くなりたい者は、皆に 

仕える者になり、いちばん上になりたい者は、

皆の僕になりなさい。人の子が、仕えられる 

ためでなく仕えるために、また、多くの人の 

身代金として自分の命を献げるために来たの

と同じように。 

 

   マタイによる福音書 20 章 26-28 節 

 

５月報告 

 

会員在籍数             13 名 

例会出席者     メ ン     6 名 

         メネット     1 名 

会員出席率               77 % 

ゲスト・ビジター         4 名   

合計 11 名 

ニコニコ   3,542 円（累計 48,196 円） 

  

ＢＦ 国内切手 400g    外国切手－ｇ 
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５月例会 報告 

 

と き：５月２１日（水）15:30-16:30 

ところ：山手センター 101号室 

出席者：浅羽、飯島、飯野、功能、中村、

星住         6名 

メネット：浅羽 恵      1名 

ゲスト・ビジター： 

米田雅朗さん（卓話者、新宿区立大久保図書館

館長） 

 小野崇之さん（西村隆夫さん友人、日本語学習

アプリ開発準備中） 

 小原史奈子さん（国際・交流事業主任、        

たんぽぽ） 

 長津絹子さん（サンライズ・メネット） 

               4名 

                   計11名 

 耐震改修工事が終わった山手センターでの例会 

開催は、昨年の7月例会以来久しぶりのことで、 

嬉しかった。司会の増野さんはこの日の交通機関 

の乱れで出席困難となり、浅羽会長が司会を担当 

した。 

 まず、浅羽会長から5月ヨルダン会は例会の翌

日なので中止することにし、今後の例会開催時間

についてだけ、お諮りしたいとの提案があった。 

山手センターの工事中、例会は昼間に開催してき

たが、上妻さんからは夜の開催に戻して欲しい 

との要望がでている。増野さんの場合は昼間の開

催で出席できた。しばらくこの時間帯で開くのは

どうだろうか。これに対し、飯野さんから、個人

的には夜の方がでやすいが、しばらく今の時間帯

でやってみてはという意見が出た。そして、会長

から、しばらくはこの時間で行いたいという表明

があった。 

卓話は「大久保図書館の多文化共生サービスの 

取り組みについて」と題して新宿区大久保図書館

館長の米田雅朗さんから興味深いお話を頂いた。 

＜卓話要旨＞ 

 新宿区の人口（2019年5月1日）は348,804人 

このうち外国人は43,564人（12.5％）である。 

中国（14,635人）をトップに、韓国（10,356人）、 

ベトナム（3,513人）、ネパール（3,326人）、ミャ

ンマー（2,087人）、台湾（1,911人）・・・・ 

と続く。特に大久保1，2丁目、百人町1,2丁目 

の地区は人口22,186人中の40%、8,990人が外国

人である。日本語学校も多く、大久保通り沿いに

は15校ある。 

「図書館多文化サービス」を2010年以降開始 

し、外国語資料の収集、館内表示、おはなし会（英、

韓、中、ネパール、アラビヤ語）、日本語支援（や

さしい日本語の本を読むワークショップ）、韓国

語・中国語を話す職員の配置等を行っている。 

 こどもの本は韓国、中国、ネパール語の本を置

いている。 

 図書館だよりは日本語版と韓国語版がある。 

 おはなし会を通じてその国の文化を知る、国際

交流をする。アラビヤ語のおはなし会は民族衣装

で行われている。また、大久保幼稚園で出張おは

なし会を行っている。 

 大久保図書館のキャッチワードは「お国はどち

ら？―地球です」 

 図書館に足が向かない外国人、日本語が苦手の 

外国人、地元の人向けに潜在利用者の開拓をした

い。一人を大切に、伝統を大切に。 

（まとめ・功能） 
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第３回あずさ部善光寺評議会報告 

          尾内昌吉 

日時：５月１１日（土）１３：００～１５：００ 

会場：長野市勤労者女性会館しなのき 

ホスト：長野クラブ 

出席者：７３名  山手クラブ浅羽、中村、尾内 

開会式はホストクラブ（長野クラブ）の玉木氏の 

司会により行われ、次いで古屋書記の評議会に入 

り先ず議決権者の点呼が行われ４１名の出席が確 

認され評議会の成立を廣瀬部長が行った。 

次いで廣瀬部長挨拶では、第２回評議会が大雪予

報のため中止となり準備された八王子クラブには

謝辞を表されると共に１年間各クラブを廻られた

感想を述べられた。 

ここで宮内理事の挨拶があり、「２０１８－１９

年度も終わりに近づいたがあずさ部のサポートに

感謝すると共に６月の東日本区大会でもご支援を

お願いします。ＥＭＣに関するアンケートも会長

宛のものはあずさ部全クラブ回答して頂き感謝で

す。引き続き会員の方々の分もよろしくお願いい

たします」と力強く述べられた。 

議案審議では提出７議案は全て承認された。 

第１号議案 2018-19 年度ＣＳ助成金配分      

の件（４クラブへ配分承認） 

第２号議案  2019-20年度部役員承認の件 

         （承認） 

第３号議案  2019-20年度次期部長推薦の件 

         （承認） 

第４号議案  2019-20年度部選出代議員推薦 

       の件（承認） 

第５号議案  2019-20年度あずさ部活動方針 

      （案）承認の件（承認） 

第６号議案  2019-20年度経常予算（案） 

       承認の件（承認） 

第７号議案  部長推薦順位変更の件 

（松本クラブ、サンライズクラブ、

八王子クラブ、たんぽぽクラブ の順と

する事を承認） 

報告事項は部長はじめ各主査各クラブ会長の

報告がなされ山手クラブは浅羽会長がクラブの近

況を報告された。 

最後に金井監事より１年間ご苦労様でした。い

ずれにしてもＥＭＣが今後の課題であるとの講評

があり閉会式と進み、最後に写真撮影でお開きと

なった。 

ここで予定変更、折角長野クラブのメンバーに

善光寺の御住職、福島さんがおられるので希望者

は福島さんのご案内で「牛に引かれて善光寺参り」

の説明から始まる話術巧みな御説明をききながら

境内の散策を楽しんだ。 

その後場所を「レストランやま」に移動、懇親

会が開かれ６０名が参加した。 

今回は天候にも恵まれ、長野クラブの森本会長

はじめ皆さんのお蔭で楽しい１日を過ごす事が出

来ました。特に福島さんには大変お世話様になり

善光寺の事が良く分かりました。 

ありがとうございました。  

 

 
 

お た よ り 

 

＜上妻英夫さん＞ 「野バラ刈りウグイス色啼き

うるさけり」 

先日、山荘回りの野バラを刈り始めたら、側の

朴ノ木等の雑木林からウグイスが啼き始めた。日

頃よくある鳴き声ですが、今度はなんとうるさい

程の啼き。先ず、チョーコ チョーコ、ホウ ホ

ケキョ（これは良い）、すこし間をおき、チョコ 

チョコ とその連続、3時間の作業中、繰り返し

での啼き通しです。本当にうるさくなりました。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
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第22回東日本区大会を終えて 

浅羽俊一郎 

6月1日（土）から一泊で開催された第22回 

ワイズメンズクラブ東日本区大会。会場の代々木

オリンピック記念青少年センターの広い敷地は緑

に覆われていた。 

午後の本大会の前に年1回の代議員会がありま

した。私は早朝家を出て、珍しく遅刻せずに会場

に到着。会議室では旧交を温める会長達や準備に

余念のない役員やボランティアで活気が溢れる。

今期の代議員定数は76名。定足数49名に対して

出席48委任状8の56名。宮内理事が開会を宣言。

伊藤幾夫メン（東新部直前部長）を議長に議事進

行。理事の報告では町田スマイリングクラブのチ

ャーターと横浜つるみクラブのチャーター見込み

が成果として挙げられた。山田敏明次期理事はそ

の所信表明で現状打破、ワイズの認知度を上げる

必要を強調した。理事主題「勇気ある変革、愛あ

る行動！」はかつて日本区理事の岡本尚男メン（京

都キャピタル）が掲げたもの。印象に残ったのは

行政監査報告で取り上げられた２点、（1）会員増

強との関連でクリスチャンカラーが活発に取り沙

汰されているが、儀礼活動への疑問をキリスト教

精神そのものへの批判と取り違えてはならない。

（2）役員経験者と未経験者の間に見受けられる

ワイズ意識の温度差の改善。会員増強戦略を構築

する上で考えねばならない。今年度決算予想、次

年度予算はいくつかの質疑を経て承認。 

なお、今後の体制として次々期理事は板村メン 

（武蔵野多摩）、次期の次々期理事は大久保メン

（宇都宮）、第24回区大会は2021年6月に山梨

県甲府地方（甲府 21 がホスト）に決定した。会

員動勢については2018年1月の884名に対して、

今年の1月は退会・入会を経て866名という結果

に終わっている。 

因みに宮内理事の要請で代議員会と並行して

「フレッシュワイズの集い」の初会合が開催され

た。 

そして区大会。北は北見から南は熊本県八代か

らと、400 人に垂んとするメンが馳せ参じた。会

場はカルチャー棟。オープニングはチームトワル

アイによる「歓迎バトントワーリング」とバナー

セレモニー。ついでホストクラブ東京サンライズ

の長津絹子・大谷博愛の司会、高田メン（千葉）

の聖書朗読、とワイズソング。ワイズソングは通

常よりテンポが早く歌いやすかった。ゲスト挨拶

で神崎清一同盟総主事が最近の児童に対する痛ま

しい事件と YMCA の課題、田中博之アジア太平

洋地域会長はいつもの統計紹介と仙台大会へのア

ピールで台湾へ行く、と。メモリアルアワーでは

我がクラブの奈良メンを含む 12 名の亡くなられ

た現役・元メンの功績を称え、黙祷を捧げた。 

続いて区アワー（1）。理事報告、代議員会報告。

そして部長報告は各部長がユーモア交えて、ある

いは生真面目にそれぞれの部・クラブを紹介。あ

いにくあずさ部は部長欠席。録画報告だったが

個々のクラブ紹介はなかった。奈良傳賞は大澤メ

ン（甲府）と十河メン（宇都宮）が受賞した。 

記念講演は森重昭氏「もう一つのヒロシマ、灯

籠流し」、前半は森氏のヒロシマの原爆で亡くなっ

た 12 名の米兵捕虜の遺族探しの長い年月と突き

止めた遺族との出会いとその後の交流とアメリカ

政府の協力をドキュメンタリーフィルムで紹介し、

後半は森氏が講演。亡くなった米人捕虜の遺族が

正式に申請さえすれば広島市に記録されることを

知ってこの一人運動を始めたこと、南ア共和国が

東西冷戦の終結でそれまで保持していた原爆６基

を廃棄したことを紹介し、平和を訴えた。（この講

演実現の裏には友の会会員である宮内メネットと

広島の友の会会員の森夫人の協力があったことを

知った。） 

晩餐会は交流棟で。通常はテーブル毎に相席す

るのが習わしだが、今回はクラブ毎に固まって座

った。そこで山手クラブは飯野メンの友人も入れ

て一卓を囲んで会食を楽しんだ。フェローシップ 

アワーを終えて私は宿泊棟に退散。 

2 日朝。シーツや鍵の返却はサンライズのメン

バーとボランティアの協力でスムーズに処理され

た。今年 3 月の役員研修会では泊まった 80 人が

オリンピック記念センターの細かいルールに戸惑 
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                晩餐会にて 

うのを LT 委員の長津メンが見事にサポート。今

回はそれをはるかに上回る参加者数。その時の経

験を大会実行委員長の長津メンが見事に活かした

形だ。 

礼拝は相賀昇牧師（横浜つづき）が平和をテー

マに説教。 

そして、区アワー（2）。まずは清水メン（石巻

広域）が東日本大震災8年の経過を報告。今でも

月命日には各地で遺体探しが続いていること、多

くの方々がいまだに普通の生活に戻れないことを

説明し、ワイズの支援継続を訴えた。板村書記の

進行で事業主任報告、事業表彰。会員増強運動の

標語は応募の中から清水メン（石巻広域）の

“ CHANGE ! 2022 ”が優勝。 理事表彰では優秀

賞（三島）、最優秀賞（千葉）、特別賞（甲府21）、

ブリテン賞（札幌）。後半は田中メンの司会で理

事・役員引き継ぎ式。宮内理事の退任挨拶では現

区役員一人ひとりに対して氏のお人柄がよく伝わ

るような丁寧な感謝の言葉があり、また会員増強

については栗本直前理事が会員増強委員長を5年

間務めることを発表。閉会式は滞りなく終わった。 

今回の区大会をホストした東京サンライズの

メンバーたちと彼らを支えた他クラブや知人・学

生ボランティアに心からの感謝と労いのエールを

送ります。オリンピック記念センターはそもそも

若者向けの施設。そこに壮年・高齢のワイズメン、

メネットが400人右往左往するのをサポートする。

さぞ大変だっただろうと思います。成功事例、反

省材料どれも大切な区の教訓として語り継いでも

らいたいです。 

さて、印象に残ったこと2点。その１。今回区

大会に臨んでここ数年でまた東西ワイズに仲間が

増えていたことに改めて気付かされた。もちろん

クラブ外で接する機会あっての話。名刺交換で終

わらず、印象に残る充実したお喋りが出来るから

だ。これは今ワイズが直面している最重点課題で

ある会員増強とは直接関係ないと思われそうだが、

本当にそうだろうか。 

その 2。ワイズは今、東西両区をあげて会員増強

が強調されているが、こういう時にこそ敢えて立

ち止まって私たちのワイズ運動を多面的に見直し

たい。魅力あるメンバー集団、楽しい奉仕活動、

充実した交流、拡がる知見等々。これらをワイズ

の特質としてもう一度確信し、その上で自信を持

って周囲に宣べ伝えてもいいと思う。納得させる

のは難しいが、がっかりさせるのは簡単。確信な

きメッセージを他人が真面目に取り合わないのは 

何も宗教や政治だけではないと肝に銘ずべし。 

（出席：上妻、飯島隆、飯野、尾内昌、尾内規、 

中村、星住、増野、浅羽） 

       以上 

 

ＹＭＣＡニュース 

 

１．会員大会終わりました 

5月25日に「第17回会員大会」を山手セン

ターにて開催し、会員、職員、ボランティアリ

ーダーなどが集い、2018年度の活動報告、会員

部運営委員推挙等を行いました。 

第１部では仲田達男氏と徳久俊彦氏が名誉会

員に推挙され、「ボランティア オブ ザ イヤー」

として「libyチャリティーコンサート実行委員

会」が表彰を受けました。ユースボランティア

リーダーや卒業リーダーの表彰や委嘱も行われ

ました。 

第２部では3月に耐震と改修の工事が完了し

た山手センターの紹介が行われました。       

２．山手学舎入舎式  

６月８日（土）１５時より山手コミュニティ

ーセンター１階山手ホールで行われます。ご都

合のつく方はぜひご出席ください。 

３．夏休みのキャンプ・スクールの受付 

6月7日（金）10時からスタートします。 

※「本会員」の先行予約は6月5日（水）10時

から承ります。 

山や海、湖でのサマーキャンプ、英語や水泳

など、今夏も多数のプログラムをご用意してい

ます。素晴らしい夏休みになるよう、スタッフ・

ボランティアリーダー一同、楽しい企画を準備 

 して、みなさまのご参加をお待ちしています。 

ぜひご紹介ください。           

（星住秀一） 


